
第７号様式（第12条関係）

新宿区長 あて
商店会等名

代表者名

所在地

●新文産産 第 ● 号をもって交付決定の通知のあった

標記事業を完了したので、新宿区にぎわいにあふれ環境にもやさしい商店街支援

事業補助金交付要綱第12条の規定に基づき、下記のとおり報告します。

1 事業名

2 補助金決定額 金 円

3 事業実施内容 別紙のとおり
及び収支決算書等

にぎわいにあふれ環境にもやさしい商店街支援事業実績報告書

令 和 9 年 2 月 20 日

○×商店会

会長　○×　△□

新宿区西新宿6-8-2

令和●年●月●日 付け

記

地域の子ども見守り活動

140,000

代表者役職名

を必ず記入

申請時と代表者が変更の場合

は、変更届が必要

区提出日を

記載すること

交付決定通知書の

情報を記載
申請時と同じ

事業名とすること

交付決定通知書の

交付決定額を記載

事業終了後１か月後までに提出すること



別紙「事業報告書」（地域力向上事業）

(1) 事業名

(2) 商店会等名

(3) 実施期間

　　　年　　　月　　　日　から　　　　年　　　月　　　日までから まで

(4) 実施した事業の具体的な内容

(5)

(6) 事業の経費内訳

事業実施後の効果

地域の子ども見守り活動

○×商店会

令和8年5月20日 令和9年2月10日

地域の安全を守るため、商店会員による子ども見守り活動を行った。

子ども向けに安全啓発講習会を４回行った（5/20、7/21、10/30、2/10）。

周知はポスター（A3）を各回100部製作し、街区内の各店舗や学校等で掲出し、広く参加者を募った。

講習用にA1の模造紙に講習ガイドを作成し（自費）、A型看板に張り付けて講習を行った（備品台帳あ

り）。

また、子ども向けに安全啓発講習を行う際、商店会名入りのビブス30着、腕章30個を制作し、地域の安

全を守る活動をしていることを広くＰＲした（備品台帳あり）。

〈自己負担額内訳〉

地域安全、子どもの健全な育成へ貢献した。

また、学校等も含めた地域の方からの商店会認知度の向上を図ることができた。

総事業費 補助対象経費 ＊都補助金 ＊区補助金 自己負担額

208,000円 208,000円 69000 69000 70,000円

70,000円 円 円 円 70000

積立金 負担金 借入金 その他 計

補助対象経費に、1/3 （1,000円未満切捨て） 補助対象経費に、1/3 （1,000円未満切捨て）

・実施内容、活動日を記載

・周知方法を記載

・消耗品や、備品購入があれば、

用途を記載。

・備品については、備品台帳の整備

と提出が必須

申請時と若干の変更の場合は問題ないが、

大幅な実施期間の変更の場合は変更届が必要



商店会等名

（事業名）

単　価 ×規　模 ＝金　額 補助対象経費 備　考

100 400 40,000 40,000 A3、１回100枚

24,000 2 48,000 48,000 備品台帳あり

1,000 30 30,000 30,000 備品台帳あり

3,000 30 90,000 90,000 備品台帳あり

208,000 208,000  合　　　　計

○×商店会

地域の子ども見守り活動
（単位：円）

＊記載欄不足の場合は、適宜行を挿入し記載すること。

経費別明細

経費名称

ポスター制作費

講習用看板（A型）

講習会腕章

ビブス

申請時と、購入品等が変わる場合は、変更申請が

必要となる場合があるため、

変更が発生した際に区へ相談すること

※特に、単価が安価に済んだので、数量を上限額

まで増やす、などは区連絡せずに行わないこと

※実績報告時に変更したことが判明した場合は、

該当の経費は対象外となる可能性がある

継続して本事業に利用できる、汎用性がある備品は、

備品台帳にて管理すること

※実績報告時に 備品台帳の提出が必要


